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す
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一
三

規

則

　

行
政
活
動
の
評
価
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
三
十
四
号

　
　
　
行
政
活
動
の
評
価
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

行
政
活
動
の
評
価
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
九
条
第
一
項
中
「
調
査
票
の
発
送
及
び
回
収
」
を
「
満
足
度
等
の
把
握
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
回
収
し
た

調
査
票
の
内
容
」
を
「
把
握
し
た
満
足
度
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
号
中
「
方
法
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
方
法
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
一
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

松
島
病
院

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
浜
一
番

地
二
十
六

令
和
三
年
十
月
二
十
九

日

令
和
六
年
十
月
二
十
八

日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
二
俣
南
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

発　　　　行
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換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
二
月
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

石
巻
市
役
所
及
び
石
巻
市
河
北
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良

事
業
の
換
地
処
分
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
行
っ
た
地
区
の
名
称

　
　

磯
地
区

二　

処
分
の
年
月
日

　
　

令
和
三
年
十
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
九
八
号

石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝
字
船
戸
神
明
無
番
地
先
か
ら

同
市
雄
勝
町
雄
勝
字
寺
七
一
番
五
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

十
一
月
一
日

�

午
前
十
一
時

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
美
田
園
一
丁
目
八
番
一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中
一
丁
目
一
番
八
十
八
号

�

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社　
　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
松
島
町
松
島
字
東
浜
一
番
一
、
二
番
三
、
十
一

番
十
一
、
十
一
番
十
三
、
十
三
番
二
の
各
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
三
番
一
号　

赤
坂
Ｂ
ｉ
ｚ
タ

ワ
ー

�

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
株
式
会
社　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
高
等
学
校
教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
調
達
及
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
等
設
定
委
託
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
十
月
十
九
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

テ
ク
ノ
・
マ
イ
ン
ド
株
式
会
社　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区

榴
岡
一
丁
目
六
番
十
一
号

五　

落
札
金
額　

一
億
四
千
二
百
七
十
八
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
三
年
十
月
五
日

教
育
委
員
会
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〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
三
号

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

　
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
九
条
第
一
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

�　

総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
（
宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）

第
一
条
の
二
第
三
号
及
び
地
方
機
関
等
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号
）
第
一
条

の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。）
に
よ
る
回
議
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
出
に

代
え
て
公
印
承
認
依
頼
の
操
作
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
四
号

　

宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

　
　
　
宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
一
条
の
二
第
三
号
中
「
電
子
県
庁
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
（
宮
城
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
推
進
計
画
Ⅱ
（
平
成
十
六
年
三
月
策

定
）
に
よ
る
電
子
自
治
体
化
の
推
進
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
、
県
に
お
け
る
各
種
電
子
情
報
処
理
機
能
の
共
通
基

盤
と
な
る
機
能
群
を
い
う
。
以
下
「
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、」
を
削
り
、「
電
子
決
裁
及
び
文
書

管
理
機
能
」
を
「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
二
項
中
「
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
、
決
裁
日
登
録
」
を
削
る
。

　

第
七
条
第
一
項
第
九
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
中
「
文
書
収
受
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四

号
を
第
三
号
と
す
る
。

　

第
十
条
第
三
項
第
四
号
並
び
に
同
条
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
文
書
収
受
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
中
「
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
が
な
い
限
り
、
当
該
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行

う
よ
う
努
め
る
」
を
「
別
に
定
め
が
あ
る
場
合
又
は
特
に
支
障
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行

う
」
に
、「
当
該
シ
ス
テ
ム
」
を
「
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
六
号
中
「
回
議
書
（
」
を
「
回
議
書
の
所
定
欄
に
朱
書
す
る
こ
と
。」
に
改
め
、「
あ
つ
て
は
」
の
下
に

「
、
当
該
特
別
の
取
扱
い
を
要
す
る
も
の
の
表
示
を
所
定
欄
に
入
力
す
る
ほ
か
」
を
加
え
、「
決
裁
済
回
議
用
紙
）」
を

「
決
裁
済
回
議
用
紙
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
第
四
号
中
「
当
該
シ
ス
テ
ム
」
を
「
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
三
条
中
「
文
書
取
扱
主
任
又
は
電
子
文
書
取
扱
主
任
」
を
「
当
該
回
議
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
者
」
に
改

め
る
。

　

第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
文
書
番
号
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
主
務
課
に
お
い
て
」
を
「
当
該
文
書
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
者
が
」
に
、「
発
送
年
月
日
」

を
「
発
送
に
関
す
る
情
報
（
次
項
に
お
い
て
「
発
送
情
報
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
発
送
年
月
日
」

を
「
発
送
情
報
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
、

表
紙
（
様
式
第
二
十
一
号
）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
編
集
す
る
と
と
も
に
、
文
書
件
名

目
録
に
登
録
の
上
」
を
「
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
編
集
し
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
文
書
引
継
書
」
を
「
引
継
簿
冊
目
録
」
に
、「
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
総
務
課
長
に
」

を
「
を
総
務
課
長
に
提
出
し
て
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
条
中
「
保
存
文
書
一
覧
表
又
は
」
を
削
る
。

　

第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
り
、
同
条
中
第
五
項
を
第
三
項
と
す
る
。

　

第
四
十
二
条
第
七
項
中
「
保
存
文
書
一
覧
表
又
は
」
を
削
る
。

　

様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
10号

　

削
除

　

様
式
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第250号　令和３年10月29日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報

　

様
式
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
12号　

削
除

　

様
式
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第11号（第７条関係）（用紙日本産業規格Ａ列４番）

収 受 発 送 簿� 所属名　　　　　　　　
� ／　　　　

収受発送日 文書番号 件　　名 文書
種別

受信者
発信者



（5）　令和３年10月29日　金曜日 第250号宮　　城　　県　　公　　報

　

様
式
第
二
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。��������������������������������������������

様式第14号（第７条関係）（用紙日本産業規格Ａ列４番）

文 書 管 理 目 録
� 　　　　　／　　　　　

所属
年度 文書分類記号 簿冊名 保存

年限

引継日 廃棄日 保存場所
保存満了期限 保存年限満了時の措置 備考

所属



第250号　令和３年10月29日　金曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報

　

様
式
第
二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
21号　

削
除

　

様
式
第
二
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
20号
（
第
35条
関
係
）（
用
紙
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

文
書
件
名
目
録

�
　
／
　

文
書
分
類
記
号

簿
冊
名

所
属

所
属
年
度

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

媒
体
の
種
別

備
考

　
綴
込
み
件
数
　
　
　
　
件

編
さ
ん

番
　
号

文
書
番
号

件
名

文
書
区
分

施
行
日

個
人
情
報

決
裁
種
別

備
考



（7）　令和３年10月29日　金曜日 第250号宮　　城　　県　　公　　報

　

様
式
第
二
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
22号
（
第
35条
関
係
）（
用
紙
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

文
書
分
類
記
号

所
属
年
度

（簿冊名）

（文書分類名称）

所
　
属

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

（
バ
ー
コ
ー
ド
）

　
（
注
）
　
簿
冊
の
厚
さ
に
応
じ
て
適
切
な
幅
を
選
択
す
る
こ
と
。

文
書
分
類
記
号

所
属
年
度

（簿冊名）

（文書分類名称）

所
属

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

（
バ
ー
コ
ー
ド
）

文
書
分
類
記
号

所
属
年
度

（簿冊名）

（文書分類名称）

所
属

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

（
バ
ー
コ
ー
ド
）



第250号　令和３年10月29日　金曜日 （8）宮　　城　　県　　公　　報

　

様
式
第
二
十
四
号
の
二
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
五
号

　

地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

　
　
　
地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

地
方
機
関
等
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
二
第
三
号
中
「
電
子
県
庁
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
（
宮
城
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
推
進
計
画
Ⅱ
（
平
成
十
六
年
三
月
策

定
）
に
よ
る
電
子
自
治
体
化
の
推
進
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
、
県
に
お
け
る
各
種
電
子
情
報
処
理
機
能
の
共
通
基

盤
と
な
る
機
能
群
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、」
を
削
り
、「
電
子
決
裁
及
び
文
書
管
理
機
能
」
を
「
情
報
処
理

シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
二
項
中
「
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
、
決
裁
日
登
録
」
を
削
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
、
第
二
号
及
び
第
十
一
号
」
を
「
及
び
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
文
書
収
受
簿
」

を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
中

第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
九
号
と
す
る
。

　

第
十
条
第
二
項
第
四
号
並
び
に
同
条
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
文
書
収
受
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
中
「
よ
う
努
め
る
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
当
該
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
」

を
「
別
に
定
め
が
あ
る
場
合
又
は
特
に
支
障
の
あ
る
場
合
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
六
号
中
「
回
議
書
（
」
を
「
回
議
書
の
所
定
欄
に
朱
書
す
る
こ
と
。」
に
改
め
、「
あ
つ
て
は
」
の
下
に

「
、
当
該
特
別
の
取
扱
い
を
要
す
る
も
の
の
表
示
を
所
定
欄
に
入
力
す
る
ほ
か
」
を
加
え
、「
決
裁
済
回
議
用
紙
）」
を

「
決
裁
済
回
議
用
紙
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
中
「
を
終
つ
た
」
を
「
の
終
わ
つ
た
」
に
、「
文
書
取
扱
主
任
又
は
電
子
文
書
取
扱
主
任
」
を
「
当
該
回

議
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
者
」
に
改
め
る
。

様式第23号（第39条関係）（用紙日本産業規格Ａ列４番）

引継年度
引 継 簿 冊 目 録

� 所属名　　　　　　　　
� ／　　　　

保存満了期限 文書分類記号 保存
年限 簿冊名 バーコード

所属年度
メモ欄

保存場所



（9）　令和３年10月29日　金曜日 第250号宮　　城　　県　　公　　報
　

第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
文
書
番
号
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
あ
つ
て
は
、」
の
下
に
「
当
該
文
書
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
者
が
」
を
加
え
、「
発
送
年

月
日
を
入
力
し
」
を
「
発
送
に
関
す
る
情
報
（
次
項
に
お
い
て
「
発
送
情
報
」
と
い
う
。）
を
入
力
し
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
発
送
年
月
日
を
入
力
す
る
」
を
「
発
送
情
報
を
入
力
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中
「
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
、

表
紙
（
様
式
第
十
五
号
）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
編
集
す
る
と
と
も
に
、
文
書
件
名
目

録
に
登
録
の
上
」
を
「
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
編
集
し
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
り
、
同
条
中
第
五
項
を
第
三
項
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第 1号（第７条関係）（用紙日本産業規格Ａ列４番）

収 受 発 送 簿� 所属名　　　　　　　　
� ／　　　　

収受発送日 文書番号 件　　名 文書
種別

受信者
発信者



第250号　令和３年10月29日　金曜日 （10）宮　　城　　県　　公　　報
　

様
式
第
一
号
の
二
及
び
様
式
第
八
号
の
二
を
削
る
。

　

様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第 9号（第７条関係）（用紙日本産業規格Ａ列４番）

文 書 管 理 目 録
� 　　　　　／　　　　　

所属
年度 文書分類記号 簿冊名 保存

年限

引継日 廃棄日 保存場所
保存満了期限 保存年限満了時の措置 備考

所属



（11）　令和３年10月29日　金曜日 第250号宮　　城　　県　　公　　報
　

様
式
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
14号
（
第
29条
関
係
）（
用
紙
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

文
書
件
名
目
録

�
　
／
　

文
書
分
類
記
号

簿
冊
名

所
属

所
属
年
度

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

媒
体
の
種
別

備
考

　
綴
込
み
件
数
　
　
　
　
件

編
さ
ん

番
　
号

文
書
番
号

件
名

文
書
区
分

施
行
日

個
人
情
報

決
裁
種
別

備
考



第250号　令和３年10月29日　金曜日 （12）宮　　城　　県　　公　　報
　

様
式
第
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
15号　

削
除

　

様
式
第
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
16号
（
第
29条
関
係
）（
用
紙
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

文
書
分
類
記
号

所
属
年
度

（簿冊名）

（文書分類名称）

所
　
属

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

（
バ
ー
コ
ー
ド
）

　
（
注
）
　
簿
冊
の
厚
さ
に
応
じ
て
適
切
な
幅
を
選
択
す
る
こ
と
。

文
書
分
類
記
号

所
属
年
度

（簿冊名）

（文書分類名称）

所
属

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

（
バ
ー
コ
ー
ド
）

文
書
分
類
記
号

所
属
年
度

（簿冊名）

（文書分類名称）

所
属

保
存
年
限

保
存
満
了
期
限

（
バ
ー
コ
ー
ド
）



（13）　令和３年10月29日　金曜日 第250号宮　　城　　県　　公　　報

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
改
正
後
の
地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
10号

　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
３
年
10月
29日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
森
山
　
博
　
　

　
　
　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
37年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
前

改
正
後

　
（
課
等
の
設
置
）

第
3
条
　
（
略
）

２
・
３
　
（
略
）

４
�　
警
察
本
部
の
次
表
左
欄
に
掲
げ
る
課
等
に
、
当

該
右
欄
に
掲
げ
る
組
織
を
置
く
。

課
等

組
織

（
略
）

警
備
課

（
略
）

宮
城
県
警
察
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
警
衛
警
備
対
策

室

（
略
）

５
・
６
　
（
略
）

第
3
条
の
2
～
第
８
条
　
（
略
）

　
（
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�9
条
　
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

　
（
課
等
の
設
置
）

第
3
条
　
（
略
）

２
・
３
　
（
略
）

４
�　
警
察
本
部
の
次
表
左
欄
に
掲
げ
る
課
等
に
、
当

該
右
欄
に
掲
げ
る
組
織
を
置
く
。

課
等

組
織

（
略
）

警
備
課

（
略
）

宮
城
県
警
察
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
警
衛
警
備
対
策

室

（
略
）

５
・
６
　
（
略
）

第
3
条
の
2
～
第
８
条
　
（
略
）

　
（
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
）

第
�9
条
　
警
備
部
の
課
等
の
所
掌
事
務
は
、
次
に
掲

　
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
公
安
課
　
（
略
）

　
警
備
課

　
⑴
～
⑽
　
（
略
）

　
⑾
�　
災
害
対
策
室
及
び
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
警
衛
警
備
対
策
室
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

　
外
事
課
・
機
動
隊
　
（
略
）

第
10条
～
第
16条
　
（
略
）

　
（
警
察
本
部
の
職
及
び
職
務
）

第
17条
　
（
略
）

２
�　
第
３
条
第
４
項
に
規
定
す
る
組
織
の
う
ち
、
宮

城
県
警
察
少
年
事
件
特
別
捜
査
隊
、
宮
城
県
警
察

航
空
隊
、
宮
城
県
警
察
性
犯
罪
特
別
捜
査
隊
、
宮

城
県
警
察
機
動
鑑
識
隊
及
び
宮
城
県
警
察
暴
力
特

別
捜
査
隊
に
隊
長
を
、
宮
城
県
警
察
公
安
委
員
会

補
佐
室
、
宮
城
県
警
察
取
調
べ
監
督
室
、
宮
城
県

警
察
監
査
室
、
宮
城
県
警
察
犯
罪
被
害
者
支
援

室
、
宮
城
県
警
察
地
域
指
導
室
、
宮
城
県
警
察
情

報
分
析
支
援
室
、
宮
城
県
警
察
特
殊
詐
欺
対
策

室
、
宮
城
県
警
察
交
通
事
故
総
合
分
析
室
、
宮
城

県
警
察
災
害
対
策
室
、
宮
城
県
警
察
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
警
衛
警
備
対
策
室
及
び
宮
城
県
警

察
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
に
室
長
を
、
宮
城
県

警
察
通
訳
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
交
通
反
則
通

告
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
石
巻
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
、
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
及

び
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
所
長

を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
警
視
又
は
警
部
の
階
級
に
あ

る
警
察
官
を
も
っ
て
充
て
る
。

３
～
11　
（
略
）

　
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
公
安
課
　
（
略
）

　
警
備
課

　
⑴
～
⑽
　
（
略
）

　
⑾
�　
災
害
対
策
室
及
び
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
警
衛
警
備
対
策
室
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

　
外
事
課
・
機
動
隊
　
（
略
）

第
10条
～
第
16条
　
（
略
）

　
（
警
察
本
部
の
職
及
び
職
務
）

第
17条
　
（
略
）

２
�　
第
３
条
第
４
項
に
規
定
す
る
組
織
の
う
ち
、
宮

城
県
警
察
少
年
事
件
特
別
捜
査
隊
、
宮
城
県
警
察

航
空
隊
、
宮
城
県
警
察
性
犯
罪
特
別
捜
査
隊
、
宮

城
県
警
察
機
動
鑑
識
隊
及
び
宮
城
県
警
察
暴
力
特

別
捜
査
隊
に
隊
長
を
、
宮
城
県
警
察
公
安
委
員
会

補
佐
室
、
宮
城
県
警
察
取
調
べ
監
督
室
、
宮
城
県

警
察
監
査
室
、
宮
城
県
警
察
犯
罪
被
害
者
支
援

室
、
宮
城
県
警
察
地
域
指
導
室
、
宮
城
県
警
察
情

報
分
析
支
援
室
、
宮
城
県
警
察
特
殊
詐
欺
対
策

室
、
宮
城
県
警
察
交
通
事
故
総
合
分
析
室
、
宮
城

県
警
察
災
害
対
策
室
、
宮
城
県
警
察
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
警
衛
警
備
対
策
室
及
び
宮
城
県
警

察
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
に
室
長
を
、
宮
城
県

警
察
通
訳
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
交
通
反
則
通

告
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
警
察
石
巻
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
、
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
及

び
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
所
長

を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
警
視
又
は
警
部
の
階
級
に
あ

る
警
察
官
を
も
っ
て
充
て
る
。

３
～
11　
（
略
）

　
備
考
　
改
正
箇
所
は
、
下
線
が
引
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
令
和
３
年
11月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。


